
事業主体名

１． 一般競争入札に付する事項

（１）補助事業名 ： 令和4年度　産地生産基盤パワーアップ事業

（2） 物品の種類 ： 農業機械

（3） 物品名 ： 仕様書のとおり

（4） 納品場所 ： 仕様書のとおり

（5） 納品期限 ：

（6） 物品条件 ： 仕様書のとおり

２． 入札参加資格

（１）地方自治法施行令（昭和22年政令第16号）第167条の4の規定に該当しない者。

（２）公告の日から開札日までの間において、指名停止の措置を長崎県から受けている者又は受けることが

明らかである者でないこと。

（３）公告の日から開札日までの間において、長崎県が行う各種契約等からの暴力団等排除要網に基づき

排除措置を受けている者又は受けることが明らかである者でないこと。

（４）資格審査申請書及び添付書類に虚偽の事実を記載していないと認められる者であること。

（５）経営の状況又は信用度が極度に悪化していないと認められる者であること。

（６）入札参加希望者は、必ず一般競争入札参加申請書を提出すること。

（７）長崎県内に本店または支店・営業所等があるか、物品納品後のアフター等迅速な対応ができると

判断される者であること。

３． 入札日時等に関する事項

（金） から ※1　提出場所

（金） 午後 4 時まで

（金） から ※1　提出場所

（火） 午後 5 時（必着）

（金） から ※1 問合せ先

（火） 午後 4 時まで

◎ 入札参加資格申請書、入札説明書はいずれも長崎大同青果株式会社　企画開発部（担当：山本）より

交付する。入札説明会は行わない。

※1 担当窓口

：

：

：

： 095-813-8553

：

：

※2 担当者は、説明を求められたときは、上記の一覧表の期日までに、当該説明を求

めた者に対し、書面（FAX送信）により回答するものとする。

※3 入札書の開札会場、日時

場所： 長崎大同青果株式会社2階　会議室

日時： 午後 4 時

4

午後 4 時まで

令和5年10月31日

（木） 午後

企画開発部　山本　信行

F A X

担 当 者

※3

補 助 者 管理部総務課　村上　真一

受付期間

回答期限

質問
令和5年3月28日

令和5年3月30日

入札手続き等 期間・期日等場所

電 話 095-839-5121

開札日 令和5年4月6日

（木） ※2

名 称 長崎大同青果株式会社

住 所 長崎市田中町279番地4

時

令和5年4月6日 （木）

入　札　公　告

次のとおり、一般競争入札に付します。

令和5年3月17日

　ブロッコリー機械利用者組合

組合長　獅子島　健

留意事項

入札参加申請受付期間
令和5年3月17日

令和5年3月31日

記

郵送入札受領期間
令和5年3月17日

令和5年3月17日

令和5年4月4日



４． 入札方法

（１）入札書は郵送により提出すること。この場合、代理人による入札は認められない。

（２）落札決定に当たっては、入札書に記載された金額に当該金額の100分の10に相当する金額を加算した

金額（当該金額に1円未満の端数があるときは、その端数金額を切り捨てるものとする）をもって落札価格と

するので、入札者は、消費税に係る課税事業者であるか免税事業者であるかを問わず、見積もった契約希望

金額の110分の100に相当する金額を入札書に記載すること。

５． 入札書の提出場所、受領期限及び提出方法

場所： 長崎大同青果株式会社　山本宛

期限： （火）

方法： 郵送（一般書留、簡易書留郵便又は特定記録郵便のいずれかの方法）により受領期限内必着のこと。

６． 入札保証金

免除する。

７． 入札の無効

本公告に示した競争参加資格のない者の行った入札、入札参加申請書、入札参加資格確認資料

に虚偽の記載をした者、入札及び入札に関する条件に違反した入札は無効とする。

８． 落札者の決定方法

（１）予定価格の制限の範囲内で最低の価格をもって有効な入札を行った者を落札者とする。

（２）落札者となるべき同価の入札者2人以上あるときは、直ちに当該入札者にくじを引かせ、落札者を決定するものとする。

この場合において、当該入札者のうち開札に立ち会わない者又はくじを引かない者があるときは、これに代えて入札

執行業務に関係のない職員にくじを引かせるものとする。

９． 苦情申立て

本手続きにおける競争参加資格の確認その他の手続きに関し、当事業主体に対し苦情申立てを行うことができる。

１０． その他

（１）入札参加者が1者のみの場合でも、有効なものとして入札を執行する。

（２）開札及び落札決定後の辞退は、原則として認めない。

（３）その他、詳細は入札説明書による。

令和5年4月4日


